
 

個人情報保護に関する社内整備 
とデータ利活用のポイント 

 

法務・監査・情報システム・総務・営業・企画部門の方、社内情報管理のご担当者ほか 

３２，４００円（本体価格 ３０，０００円） 

３５，６４０円（本体価格 ３３，０００円） 

  宮内・水町IT法律事務所  弁護士     水 町 雅 子 氏 

●日 時●２０１９年 ３月６日（水） １３：００～１７：００ 

●会 場●企業研究会セミナールーム（東京･麹町） 

＜個人情報を保護しつつデータを利活用することはできるか＞ 

～トラブル事例から学ぶ個人情報、新規事業をする際に 

個人情報保護法上問題ないか、匿名加工情報等の活用～ 

個人情報保護に関する社内整備とデータ利活用 181913－0302 

（税込み、資料代含む） 

●ご参加頂きたい方● 

【講師略歴】東京大学教養学部相関社会科学卒業 。富士総合研究所（現、みずほ情報総研）入社 IT システム設

計・開発・運用，事業企画等に従事 。東京大学大学院法学政治学研究科法曹養成専攻（法科大学院）修了。 司法試

験合格後、第二東京弁護士会に弁護士登録 。西村あさひ法律事務所入所。 内閣官房社会保障改革担当室参事官

補佐として，特にマイナンバー法立法作業，プライバシー影響評価立案，個人情報保護方策検討に従事 。特定個人情

報保護委員会上席政策調査員としてガイドライン作成等に従事。 日本弁護士連合会事務総長付特別嘱託 。宮内・水

町 IT 法律事務所設立，現在に至る。マイナンバー・個人情報に関する著書・論文・講演・TV出演・新聞取材等多数。 
 

●開催要領● 

講 師 紹 介 



● プログラム ● 
 

３月 ６日 

（水） 
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【開催にあたって】 
 
改正個人情報保護法が一昨年施行されました。改正法対応自体は完了したけれ

ども、今後どのように個人情報保護法対応を継続的に取り組んでいけばよいか、

何に留意すればよいのかがわかりづらいと感じている企業、または改正点をもう

一度確認したい企業も多いと思います。そこでこの講演では、個人情報をめぐる

トラブル事例を踏まえた上で、個人情報保護・プライバシー権保護を行う上で留

意すべきポイント、新規事業をする際に個人情報保護法上問題ないかの確認方法

について解説していきます。また、改正個人情報保護法の復習として、実務上何

をすべきなのかについて、概要を解説していきます。 

個人情報をめぐる動きはめまぐるしく、民間企業が国や医療機関等のいわゆる

ビッグデータを取得しやすくする法整備も行われています。この講演では、この

ような個人情報をめぐる最新状況についても解説していきます。 

 
１．改正個人情報保護法の背景 

２．各種問題事例から見る個人情報保護への対応 

・他社で発生したトラブル事例から学ぶ 

３．個人情報／要配慮個人情報／プライバシー権とは何か 

・個人情報、個人データ、保有個人データ、要配慮個人情報、 

プライバシー権、営業秘密の共通点と相違点を理解する 

４．個人情報保護法のルール 

・個人情報を取得・利用する際のルール 

・同意を得ず、個人情報の目的外利用をすることは可能なのか 

・個人情報を提供する際のルール 

 ・同意を得ず、個人情報の提供をすることは可能なのか 

５．個人情報をめぐる最新動向 

・ビッグデータ（匿名加工情報、非識別加工情報、匿名加工医療情報）等 

への対応 

６．個人情報保護法の改正概要 

・どのような法改正だったのか、改正ポイント・実務への影響を再確認する 

 

講 師  宮内・水町 IT 法律事務所 弁護士  水町 雅子 氏 

 


